
 

 

 

休んで養う『意欲』 

 

実は私、年末年始のお休みになるとほぼ

毎年寝込んでいました。 

この仕事を始めて 10年ほど経ちますが、そ

の間、体調不調でお休みしたことは一度も

ありません。その代りにまとまった休日が

あると初日から熱が出たり、お腹を壊して

しまい動けなくなっていました。家族に迷

惑をかけつつも他の誰かにご迷惑をかけな

くて良かったといつも思います。身体の働

きはうまく出来ているといいますか…気が

抜けたら崩れるというようなところがあり

ます。 

 

別の見方をすると、自分の身体から「た

まの休みくらいちゃんと休め」とストライ

キを起こされて仕方なく眠って過ごしてい

るような気もします。 

 

ですが、今年は奇跡的に健やかに過ごせ

ており、この原稿を書いています。（後で何

もないことを祈りながら） 

 

みなさんには、休んでも大丈夫かどうか

を確認しながら寝込むというようなご経験

はありませんか？ 

 

 

長い人生という視点で考えると、休職し

ていた人から「この時だから立ち止まって

考えることができた」というようなことを

随分後になってお聞きすることがあります。 

身体やこころを元の状態に回復させるだけ

では、目の前の状況に対応しきれないこと 

 

 

 

もあります。今までの自分にはなかった『新

たなやり方』が必要になったとき、そのた

めの時間が必要になる人も中にはおられま

す。 

 

 

前回は、休職中の人の『休養』ついて、

ただ『休む』だけではなく『養う』ことが

大切と書きました。無事に復職される方々

には、その人なりの明確な『意欲』がみら

れます。『休む』ことで疲労を回復させるば

かりでなく、その人自身が見失っている『意

欲の種』を探し『養う」ための時間が『休

養』をとることであり、休職される意義だ

と私は考えています。 

 

 私の立場で休職中の人たちと長くお会

いしていると、医学的な診断や治療とは別

に見えてくるものがあります。もちろんお

薬や復帰支援プログラムなどで回復される

方も沢山いらっしゃいますが、中にはその

人の『生き方』そのものを問い直すような

お話をじっくりすることで、少しずつご自

分を再構築していかないと生きていくため

の『意欲』すら見い出せなくなっているこ

ともあります。 

 



 

 

ある三十代の女性は暗く沈んだ表情でク

リニックを訪れました。ひと月前から体調

を崩したことがきっかけでしたが、そのう

ち精神的にどうしても仕事に行くことがで

きなくなり休んでいたところ、最近になっ

てマンションのベランダから自分が飛んで

しまうイメージが頭を離れず、毎晩ご主人

に見守ってもらわねばならなくなっていま

した。医師からはうつ状態であることを告

げられ、投薬とやがて休職の手続きが取ら

れました。 

 

この方は十数か月後に仕事に復帰された

のですが、それまでのプロセスは彼女の人

生を見つめなおす作業となりました。職場

の上司との関係から始まり、これまでの対

人関係で毎回同様の嫌な思いをしていると

いうパターンの発見。自信の無さと親御さ

んとの関係。子どもの頃に描いた夢。若い

頃に手放してしまったものへの後悔。幸せ

な結婚となぜか相反する気持ち。夫や家族

への思い。自分にできることとできないこ

と。 

 

私は彼女とこれまでの人生について色々な

角度から話し合いました。彼女は「仕事な

んてもうしたくない」という時期もあれば、

「自分だって何かの役に立ちたい」と強く

思う日もありました。そして矛盾する一つ

一つの気持ちを丁寧に吟味していくうちに

（私からするといつの間にか）仕事に戻っ

て行かれました。 

 

 

『意欲』というと、何かひとつの大きな

やる気のようなものをイメージされる方も

いらっしゃるのですが、そういう人ばかり

ではないと思います。ときには浮かんでは

消える泡のようなものの中から少しずつ大

切に見つけていくもののようでもあります。 

 

とても大事にしていたことがいつの間に

か虚しく見えてしまったり、ないがしろに

してきたことに実は支えられていると気が

ついたり。その時々で自分の在り方や取り

囲む環境が変化していることを知るのは、

意味のあることではないでしょうか。 

 

ただ、毎日働いていると目の前のことに

精一杯で、自分の心の中に浮かんでくる泡

やさざ波のような変化に気付くことはなか

なかできません。 

 

心身が調子を崩すことを悪いことや弱い

こととして言われる方がおられますが、私

はそういうふうにきちんと『崩れて』くれ

ることは、本当の意味で自分と向き合うき

っかけを作ってくれているように思います。

言いかえれば、『意欲』を失ったときこそ、

新たな『意欲』を見出せるチャンスでもあ

るのです。 
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